
































                                                  
1） 大日本体育協会が日本体育協会に名称変更し、さらにここから日本オリンピック委員会 
   が独立して今日にいたる。（公益財団法人日本体育協会ホームページより） 




































                                                  
4） 『法政大学体育会フェンシング部 The 70th 創部記念誌』 平成 17 年ｐ.17 
5） 『法政大学体育会フェンシング部 The 70th 創部記念誌』 平成 17 年ｐ.18 
6） 1）に同じ 
7） 1）に同じ 










（写真２）フェンシングレプリカ  愛知大学東亜同文書院大学記念センター所蔵・展示中 
これまでの本間先生の功績により、日本フェンシング協会から昭和39年の東京オリンピック開催の際、
感謝状、メダルと共にいただいたものである。 
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（写真３）オリンピックフェンシングの冊子（昭和39年オリンピック東京大会） 
愛知大学東亜同文書院大学記念センター所蔵 
ESCRIMEとはフェンシングという意味で、フランス語。 
この冊子の中で、「子爵曽我佑邦氏を会長に大日本フェンシング協会が発足し、理事長本間喜一氏
（現愛知大学総長）を中心に国際規約の翻訳などに努力し普及に力を注いだ」、またフェンシングは「１８
９６年第１回アテネから第１８回東京まで中断される事なく連続開催されている競技の名門」であるとの記
載がある。 
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（写真４）第22回国民体育大会フェンシング競技会顧問委嘱状 
愛知大学東亜同文書院大学記念センター所蔵 
本間先生がフェンシングと深い関わりを示す資料。 
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（写真５）法政大学嘱託状（昭和13年4月1日付） 
愛知大学東亜同文書院大学記念センター所蔵 
この資料の中で肩書が「法学部教授」となっていることについて、法政大学人事課に問い合わせたと
ころ、「教員人免簿」という書類が保管されており、昭和8年2月20日付で法政大学法学部教授を委嘱さ
れていることが判明した。 
ちなみにこの時期は、昭和9年から昭和11年まで東京商科大学教授（現一橋大学）であった。 
